
虎ノ門ニュース(2021年8月5日 DHCテレビ)
足引張りにコロナを利用する野党に政権を委ねてはいけない

8月5日に放送された虎ノ門ニュースにイスラム思想研究者の飯山陽氏が出演
し『足を引張るためにコロナを利用してるので野党には絶対に政権を委ねて
はいけない』と訴えた。
飯山氏は「疫病など大きな問題は与党・野党関係なく力を合わせて取組む

べき問題の筈であり、多くの国で与野党が協力してコロナ対策を行ってるが、
日本の場合は与野党協力がない。野党は足を引張るためだけにコロナを使っ
てるのは由々しき問題であり野党には絶対に政権を委ねてはいけない』と言
及した上で、『大事な時は敵とか関係なく皆の利益のために協力すべきなの
に協力が出来ないということは国のことではなく自分のことしか考えてない。
チャンスとばかりに“政権交代！”と言ったり自分勝手な人達に国の政治を任
せてはいけないと強く感じる』と苦言を呈した。
またジャーナリストの有本香氏はワクチン接種に関して「もう1憶回とな
る。接種判断は個人判断だが高齢者の陽性率は高まってない&重症化も防げ
てるのはワクチン効果。もう段階が変ったのだから、コロナをインフルと同
じ扱いにした国のように政治家が責任を取る姿勢ではっきりアナウンスすべ
き。絶対にリスクを取りたくない姿勢で政府がやるのは大変なリスク」と政
府のコロナ対応は次のフェーズに向かうべきと指摘した。

反日勢力は日本人団結を嫌がるので東京五輪反対
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4月12日から始まったワクチン接種は約3ヵ月で総回数1憶回が目前となり、
リスクが高い高齢者への2回目接種は79％、全世代への1回目接種は45％超えとワクチン接種は加速。

またリスクが高い高齢者のワクチン接種が進むに伴い重症者・死者数は大幅減少。
立憲共産党が特例承認を阻止しなければ3ヵ月早くこの状況に持ちこめたのでは？


